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海

西

郡

神

戸
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田

；の
宗
門
改

」

帳

分

听

.

_
:

一

序

論

ニ
神

戸

新

田

.と
そ
の
宗
門
改
帳
お
ょ
び
整
理
の
方
法
に
つ
.ぃ
て 

三
戸
口
数
の
一
般
的
変
化 

.

四
家
族
構
成
人
数

 

五
年
齢
別
構
成
，

六
出
生
と
死
亡
パ
.

•

七
結
婚
と
出
産 

，

八

.
結

び

'

一

■
序論

ォ
ょ
そ
-
^
力
な
る
史
料
で
あ
れ
.

現
実
を
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
く
れ
る
も
の 

は

な

い

し

か

し

、
宗
門
改
帳
は
、
.
そ
の
史
料
と
し
て
の
限
界
が
強
調
さ
れ
る 

の
あ
ま
り
、
歴
史
研
究
の
上
で
、
最
も
不
当
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
材
料
の
一

つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
的
に
み
る
と
、
全
国
的
集
計
を
欠
く
と
は
い
え
、.
一
国
の
エ 

業

化

•
都
市
化
以
前
の
段
階
で
、
徳
川
期
ほ
ど
綿
密
な
人
.ロ
調
査
が
行
わ
れ
た 

と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
西
.ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
社
会
成
立
以
前
の
人
.ロ
研
究 

も
、
材
料
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
る
の
ば
、

教
会
の
洗
礼
帳
、In

q
u
is

it
io

g
'

速

水

.

融

P
o
st  

M
o

r
t
e

m

お
よ
び
人
頭
税
台
帳
と
い
っ
た
、

そ
れ
自
身
戸
籍
台
帳
と
し 

て
作
成
さ
れ
た
も
.の
と
は
云
え
な
い
史
料
類
に
依
っ
て
い
$

徳
川
時
代
に
彐 

.
籍
帳
と
し
て
の
意
味
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
宗
門
讓
が
、
調
査
の
当
初
の 

目
的
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
改
に
端
を
発
し
、.
強
制
的
に
お
し
進
め
ら
れ 

た
寺
請
制
度
と
結
び
付
い
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
に
お
け
る
一 

種
の
皮
肉
で
さ
え
あ
る
。
と
も
か
：く
、
宗
門
改
は
、
日
本
の
全
領
域
に
亘
り
、
全

身
分
-

-
武
家
は
も
と
よ
り
神
官
で
さ
え(

% 2)

-

-
に
対
し
て
ハ
了
わ
れ
ヒ
。
そ
し

て
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
、
信
仰
調
查
を
通
じ
て
の
強
制
と
い
う
理
由
よ
り 

も
、
む
し
ろ
全
く
別
個
の
目
的
か
ら
す
る
人
別
改
の
謹
が
加
わ
03)

、

「

宗

m 

人
別
改
帳」

と
し
て
、
今
日
の
戸
籍
簿
的
性
格
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。

.今
日
残
さ
れ
て
い
る
宗
rf
J
改
帳
は
、
多
く
の
場
合
行
政
区
劃
と
し
て
の
村
を 

単
位
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
年
々
望
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か 

.
っ
た
の
で
、
そ
の
作
成
は
村
役
人
の
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
家
族
毎
に
、
名 

前
、
宗
派
や
所
属
す
る
寺
院
、
続
柄
、
性
別
、
移
動
の
有
無
等
を
記
し
て
い
る 

こ
の
史
料
は
時
に
は
宗
門
改
と
は
全
く
縁
の
な
い
持
高
や

、

所
有
す
る
家 

畜
数
を
書
き
添
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
'現
在
の
研
究
者
に
、
村
落
構
造
を
知
る

重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
。.
徳
川
時
代
の
村
落
を
研
究
し
た
者
は
誰
で 

も
、

一
冊
や
ニ
冊
の
宗
門
改
帳
を
史
料
の
裡
か
.ら
見
出
し
て
整
理
し
た
経
験
を 

持
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
、.
日
本
の
人
口
史
研
究
—

全
体
と
し
て
'
社
会
経
済
史
研
究 

の
内
最
も
お
く
れ
た
.分
野
の
一
つ
，で
あ
る
が
.̂

—

に
お
い
て
、
..こ
の
史
料
は 

従
来
僅
か
し
か
利
用
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
明
ら
か
に 

史
料
の
内
容
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
藩
で
は
'
七
歳
以
下
の
子
供
は
一
切 

記
載
さ
れ
ず
ノ
従
っ
て
総
人
口
は
も
と
ょ
り
、
出
生
率
、
死
亡
率
等
人
口
変
動 

の
最
大
の
要
因
た
る
べ
き
数
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。，
ま 

た
、
徳
川
時
代
の
後
半
に
は
、
社
会
的
.
.経
済
的
理
由
か
ら
、
都
市
へ
の
入
口 

移
動
が
激
し
く
、
宗
門
帳
に
登
録
さ
れ
ぬ「

無
籍
者」

の
数
が
増
加
す
る
傾
向 

が
強
く
な
.
.り
、都
市
や
宿
場
町
の
宗
門
帳
は
、双
実
の
人
口
数
と
合
致
し
な
く
な
.
 

っ
て
来
た
。
他
方
、
領
主
.権
力
の
弱
体
化
は
、行
政
力
の
低
下
を
来
た
し〔

、全
体 

と
し
て
、
ぷ
⑵
帳
で
は
把
握
し
え
な
い
人
口
数
.は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
も 

叨
ら
か
で
あ
る
。
，そ
の
結
果
ば
、
各
領
主
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
徳
川
時
代
の 

全
国
人
口
調
査
の
最
後
、
弘
化
三
年(

一
八
四
六)

の
ニ
六
、九
〇
七
、
六
ニ
五
人 

に
対
し
、

二
十
六
年
後
の
.明
治
五
年(

一
八
七
一
一)

.の

.調
査
結
果
一
一
一
三
：、
一
一
〇
、
 

A
1
一
五
人(

後
年
の
.補
正
で
は
、
三
四
、
八
〇
六
、〇
〇
〇
人
と
推
計)

と
-い
ぅ
、
こ
の 

時
期
.と
し
.て
は
：説
明
不
可
能
な
増
大(

約
，

一

一〇
%)

と
な
っ
て
.い
る
の
で
.あ
1
°5)

(

個
々
の
宗
門
帳
に
つ
い

て

み

る

と

、

不
正
確
な
記
載
例
は
夥
し
い
。
.主
と
し
，
 

て
‘、
調
査
に
当
る
村
役
人
層
の
知
的
水
準
は
低
く
、
制
度
の
木
備
と
相
埃
っ
て 

脱
漏
や
誤
記
は
か
な
り
多
い
。
ま
た
、
ょ
く
あ
る
例
で
は
、
幼
児
の
記
載
、̂
下 

備
で
、
出
生
当
初
は
記
載
さ
れ
ず
、
数
年
後
に
漸
く
史
料
上
に
姿
を
.み
せ
る
場

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計

合
で
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
と
、
ど
の
；年
を
と
っ
.：て
も
、
节
齢
別
费
成 

は
五
歳
以
下
が
少
い
と
い
う
、
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
型
に
な
っ
て
じ
ま
う
の
で 

あ
る
。
当
然
出
生
率
も
低
く
な
る
。

ト
ィ
バ
ー
も
、

こ
の
間
の
事
情
を
次
の
如 

く
述
べ
て
い
る
。
'
-,
徳
川
末
期
の
出
生
数
死
亡
数
に
関
す
る
記
録
を
精
査
す
れ 

ば
、
出
生
率
は
人
口 

一

、
，
〇
〇
〇
人
当
り
ニ
〇
か
ら
三
〇

の
間
を
変
動
し
、
死 

亡
率
は
そ
れ
よ
り
い
ぐ
ら
か
.，高
い
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

…
…

記
録
に 

よ
る
こ
の
推
論
の
妥
当
性
を
論
ず
る
た
め
.に
、

つ
ご
う
の
悪
い
の
は
死
亡
、.
出 

生
の
両
率
と
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
い
と
い
う
こ
と
で

1
以
。
：…

.

」
ト
ィ 

T

丨
は
、
'こ

の

「

信
じ
ら
れ
な
い」

現
象
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
明
治
初 

年
に
^
け
る
人
口
数
を
基
礎
と
し
た「

後
向
き
の
投
影」

^

ぎe
k

w
a

a
p

r
o

—  

je
d

t
io

n
)

法
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
言
頼
す
べ
き 

資
料
を
欠
く
時
期
の
研
究
に
は
.、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
可
能
な
方
法
.で

あ

ろ

う 

し
、
そ
れ
な
り
に
得
ら
れ
た
結
果
は
価
値
を
持
つ
。
し
か
し
、
そ
れ
と
共
に
、
 

わ
れ
わ
れ
は
、
.徳
川
時
代
の
資
料
を
再
吟
味
し
' 

必
要
な
補
正
を
可
能
な
限
り 

行
い
、
よ
り
真
実
に
近
.い
数iii

を
求
め
る
こ
と
も
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

■

以
上
、
史
料
の
内
容
か
ら
来
る
と
，こ
ろ
の
制
約
に
加
え
て
，
も

う

|

つ
は
、
 

史
料
の
残
'

り

方

に

も

問

題

，が

残

さ

れ

.

て
い
る
。.
入
口
の
動
態
的
な
研
究
を
行
'う

 

た
.

め
に
は
、.
.

芷
確
な
記
載
を
前
提
と
し
た
、.

連
^

-

の
宗
門
帳
：、
人
別
帳
の
存
在 

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
不
幸
に
も
、
た
と
え
一
村
限
り
で
も
、
徳
川
時 

代
の
宗
門
帳
.

人
別
帳
が
完
全
：に
揃
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
例
は
未
、

i

知
ら
れ
て 

い
な
い
。_
管
見
の
限
り
、員
も
よ
く
櫛
っ
て
い
る
例
は
、
信
濃
国
調
訪
郡
横
内
村 

の
場
合
：で
、
こ
こ
で
は
、，
寛
文
十
一
年

(

ニ
ハ
セ
ー
：

)

以

降

、

明

治

に

至

る

.一
一
〇
 

0

年
間
^

.

約

一

三
〇
年
分
の
宗
門
帳
が
あ
る
。
横
内
村
の
史
料
整
理
は
、
目

3£
九

(

五

九)



下
着
の
下
で
進
め
ら
れ
て
居
り
、
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で 

は
宏
永
七
年(

一
七
七八

).'

以
後
、
明

治

四

年(

一
八
七
一
.

)

に
至
る
九
十
四
年 

間

に

、

そ

の

ほ

と

ん

ど

の

，
八

十

九

年

度

分

の

：
宗

門

帳

を

残

す

と

.い

う

点

で

、
.
や 

.

.

.
は

り

貴

重

な

翦

例

の
—*
つ

を

提

供

し

て

く

れ

る

尾

張

国

一

農

村

の

.場

合

を

報

告
 

.
'
し
た
い
。筆
者
の
愁
を
云
え
•は
、
せ
め
て
こ
の
程
度
の
連
年
の
史
料
を
有
す
る
村 

を
、
類

型

别•
地
域
別
に
数
十
集
め
た
い
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
精
密
^5

全 

国
的
熬
查
を
欠
く
時
代
の
^y

に
は
こ
の
よ
う
な
個
別
例
を
多
数
集
積
.す
る
以 

外
、
.;
方
法
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
•ろ
で
、
宗

門

帳

.
人
別
帳
に
基
く
徳
川
時
代
の
人
口
.研
究
は
、
，今
ま
で 

全
く
行
わ
れ
な
かCV

た
わ
け
で
は
な
いV
 
土

霧

雄

氏

、
関
山
直
太
郎
氏
ら
に 

よ

り

' 
*v 
<

つ
か
の
ヶ
ー
ス
が
す
で
に
発
表
さ
れ
.て
い
る
。
ま
た
、
十
数
年
以 

前
か
ら
故
野
村
兼
太
郎
教
授
0
指
導
で
宗
門
帳
に
よ
る
徳
川
時
代
の
人
_ロ
史
研 

作
ノ
が
遂
行
さ
れ
た
が
、成
果
の
一
部
は
同
教
授
に
.よ

り

、—•
.
九

五

五

年

の

口

ー

マ
 

に
お

け

る

国

際

人

ロ

会

議

で

報

告

さ

れ

た

、
。

ま

た

、
■，
美

濃

国

本

巣

郡

神

海

村

の
 

(
t

r

ス
に
つ
い
て
は
、
同
教
授
の
追
悼
を
兼
ね
て
、
す
で
に
発
表
さ
，れ
て
い 

る

。
、
に

も

拘

ら

ず

、

筆

者

が

あ

え

て

同

種

の

報

告

を

重

ね

る

の

は

.
、
.
一

つ

に

.
 

は

.
量
的
に
云
っ
て
、
可
能
な
限
り
多
く
の
個
別
例
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ 

る
の
と
同
時
に
、.
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
諸
先
学
の 

震

を

検

討

す

る

と

、
宗

門

帳
.
人
I

I

載
に
I

り
S

実
で
あ
る
た 

め

と

力

く

脱

漏

、
隱

の

多

い

記

載

；が
、
そ
の
ま
ま
統
計
数
字
に
な
っ
て
し
•

ま

て
L

る
.
も
ち
ろ
ん
.
史
料
に
.

勝
手
な
改
変
を
.

加
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
. 

い
が
、
前
後
か
ら
、
誤
り
や
脱
漏
が
明
ら
か
な
場
合
は
補
正
し
て
用

う

る

べ

き
 

で
あ
る
と
い
う
の
.が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
も

っ

て

も

，、完

.
 

六
〇

(

六
〇

)  

全
に
正
確
な
統
計
は
作
り
え
な
い
。
し
か
し
、
数
値
と
い
ぅ
、
客
観
的
な
I
 

I

標
と
す
る
研
究
に
お
.い
て

は

、
誤
り
の
多
い
原
史
料
を
そ
の
ま
ま
利
用 

し

、

.統

計

を

作

成

す

る

よ

り

は

、

補

正

し

た

も
の
を
基
礎
と
す

べ

き

で

あ

ろ

 

.

ぅ
。
補
正
の
：具
体
的
な
説
明
は
、
そ
の
都
度
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
，

，
以
上
の
如
く
、
本
稿
で
は
、
諸
先
学
の
震
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
補

正

を
 

行
っ
た
宗
門
帳
の
統
計
的
処
理
を
通
じ
て
、
.で
き
ぅ
る
限
り
の
人
口
；
^
統

§t
^
 

作
成
し
て
み
た
。
：
筆
者
は
人
口
学
、
統
計
学
的
知
識
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど 

素
人
の
域
を
出
る
も
の
：で
は
な
い
が
. '

多
く
の
.方

々

の

着

f

得
る
こ

と

に
 

よ
っ
て
、
今
後
.の
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
を
進
め
て
行
き
た
い
こ

と

も
、
全
 

く
の
.中
間
報
告
‘に

ず

ぎ

な

い

.本

稿

を

あ

え

て

発
表
す
る

理

由

の

一

つ

で

あ

る

。

广
1)

た
と
え
ば 

J

p

R
u
s
g
e

戸 

B
r
i
t
i
s
h

 

M
e
d
i
e
v
a
l

 

P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
,

 

19400
* . 

A
l
b
u
q
u
e
r
q
u
e
.
,

.

野

村

兼

太

郎4
武
家
と
神
官
の
宗
門
改
帳」

(『

歴
史
と
生
活』

23
の
三
、
.

'

昭
和
十
六
年)

。

.

.

(

s)

 

S

稿

.

「

近
世
初
期
の
家
数
人
数
改
と
役
家
に
つ
い
て」

(

慶
応
義
塾
経
济 

■学
会
編
.『

経
済
学
年
報』

.

I

、
昭
和
三
十
三
年)

で
は
、
十
七
世
紀
前
半
、
領 

:

主
権
力
に
よ
る
農
民
把
握
の
方
法
と
し
て
、
囊
人
数
調
嵌
が
行
わ
れ
た
が
、

V 

.そ
れ
と
は
另
個
の
目
的
か
ら
す
る
宗
門
改
.と
結
び
.付
い
て
行
く
過
程
を
述
べ 

た

な

お

、
所

三

男「

近
世
初
期
の
百
姓
本
'?(

高
村
象
平•

小
松
芳
喬
編 

『
封
建
制
と
資
本
制』

、
昭
和
三
十
一
年
、
所
仅)

参
照
。

,(

4)
た
•
と
え
ば
野
村
兼
太
郎
教
授
に
よ
る
と
、
下
野
国
都
贺
郡
上
泉
村
の

場
 

合
"

人
別
帳
と「

人
別
諸
入
用
割
賦
帳」

に
お
け
る
人
口
数
の
.記
載
を
比
較
し 

て

.t -

末
に
は
約
一
害
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
.い
.

る
。
'同
教
授

.
『

.徳

川

封

建

社

会

の

研

究

』

昭

和

十

六

年

、

.

.
一

五

次

——

一
六
〇
頁
。

(

5)

拙

稿

「

宗
門
改
帳
よ
り
壬
申
戸
籍
へ」

(『

三
田
学
会
雑
誌』

四
十
七
の
十 

ニ
、
四
十
八
の
九
所
収
、
昭
和
二
十
九
•
三
十
年)

参
照
。

.

(

6)  

Ir
e
n
e

 

W

.

ク

H

rP
o
p
u
la

t
io

n

 

o
f  J

a
p

a
n

.

邦

訳『
日
本
の
人
口』 

昭
和
三
十
九
年
、
三
十一

頁
。

(

7)

そ
し
て
、
こ
の
方
法
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
た
と 

.
え
ば
、『

近
世
庶
民
史
料
所
在
目
録』

(

全
三
巻)

k
み
る
だ
け
で
も
、
相
当
数

の
速
年
に
亘
る
宗
門
帳
の
所
在
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
他
、
.筆
者
の
個
人
的
に
知 

.

る
例
を
加
え
る
と
、
少
く
と
も
ニ
十
力
村
程
度
の
統
計
は
作
成
し
え
よ
ぅ
。

(

8)  

K
a

n
e

t
a

r
?

 N
o

m
u
r
a
,  

O
n

 

C
u
lt

u
r
a
l  

C
o
n
d
itio

n
s

 

a
ffe

c
t
in

g

 

p
i
p
Jl
o 
ロ 

T
r
e
n
d
s

 

in

 

J
a
p

a
n

.  

(T
h

e

 

S
c
ie

n
c
e

.
 C

o
u
n
c
il  

o
f  

J
a
p

a
n

.  

D
iv

.  

o
f  

.ECO. 

&.

Commerce, 

E
8
. Series NG. 2)1953. .  TGkyQ.

(

9)

野
村
研
究
会
、
神
海
村
共
同
研
究
班「

大
垣
藩
領
美
濃
国
本
巢
郡
神
海
村

の
戸
口
統
計
*

延
宝一

一
年
よ
り
设
治
五
年
ま
で
-

-J  

(『

三
田
学
会
雑
誌』

五
十
三
の
十
.
十
一
合
併
号
所
収
、
昭
和
三
十
五
年)

は
、
延
宝
五
ギ
，
ハ
ー
六 

七
七)

以
降
、
断
続
的
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
明
治
ま
で
宗
門
を
残
す
林 

の
^
例
で
あ
る
。
.■

ニ
神
戸
新
田
と
そ
の
宗
門
改
帳

お

よ

び

整

理

の

方

法

に

つ

い

て
..

.

尾
張
国
海
西
郡
神
戸
新
田
は
、
現
在
の
愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
お
よ
び
十
四 

山
村
に
あ
り
、
名
古
屋
市
境
か
ら
西
方
約
十
キ
ロ
に
位
置
す
る

,0
こ

の

附

近 

は
、_
木
曾
川
、
日
光
川
、，
庄
内
川
等
が
伊
勢
湾
に
流
れ
込
む
河
口
三
角
洲
地
帯 

で
、
徳
川
時
代
の
中
期
以
後
、急
速
に
開
発
が
進
め
.

ら
れ
た
。
こ
め
新
田
村
も
、

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計 

•
.

.

宝

永

年

間(

一.七
〇
四〜

一
一)

、
名
古
屋
の
材
木
商
、
犬
山
屋
神
戸
分
左
衛
門

に
よ
づ
て
開
発
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
町
人
請
負
新
田
の
一
つ
で
あ
る
。
新
田
の

成
.立
に
つ
.い
て
は
、
.幸

1̂
1
で
に
大
石
慎
三
郎
お
よ
び
菊
地
利
夫
両
氏
に
よ
っ

て
研
究
が
発
表
さ
れ
て
居
り
、
詳
細
は
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
' こ
こ
で
は

デ
モ
グ
ラ
7
ィ
ッ
ク
な
諸
指
標
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
行(
ぅ)
。

:

十
九
戸
の
農
民
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
こ
の
新
田
は
、
当
初
は
大
宝
前
新
田

と
称
し
て
い
た
が
、
文
化
十
一
.年
以
降
は
神
戸
新
田
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
年
を
境
に
、
史

料(

宗
門
改
帳)

の
記
載
に
重
要
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

宗
門
改
帳
の
初
見
は
'、安
永
七
年(

一
七
七
八)

で
あ
る
が
.、
そ
の
時
の
宗
門
帳
上

の
家
数
は
二
十
九
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
前

記

の

文

化

十

年(

一
八
一

三)

に
至
る
ま
で
、

こ
の
数
は
ほ
と
ん
ど
動
か
ず
、
文
化
十
一
年
に
至
り
、

一

挙
に
四
十
七
に
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
.個
々
の
農
民
の
記
載
に
つ
い
て
も
、

文
化
十
年
以
前
は
、
幼
児
の
記
載
は
一
様
で
な

く

、

.
三
歳
な
い
し
八
、
九
歳
以

下
は
書
か
れ
ぬ
場
合
が
多
い
が
、
稀
に
は
ニ
歳
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
十
一
年
以
降
は
、
書
落
し
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
は
ニ
歳
又
は
一
歳
か

ら
記
さ
れ
、
従
っ
て
史
料
も
信
憑
性
を
増
し
た
。
総
人
口
は
一
般
に
増
大
し
て

1
る
の
ズ 

'文
化
十
年
に
は
.

一
家
族
.の
.
人

数

が

ー

一

十

人

を

越

す

も

の

ま

で

あ

ら
わ
れ
る
に
及
ん
で
い
る
が
'
こ
れ
は
無
論
見
か
.け
の
上
.の
こ
と
に
す
ぎ
な 

\ 

■
 

0

こ
の
事
1#
.は
、
'神
戸
新
田
か
ら
、
さ
ら
に
分
出
し
た
新
田
集
落
の
出
現
に
よ 

っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
文
政
九
年(

一
八一

一
六)

以
後
の 

宗
門
帳
に
は
、
神
戸
新
田
の
本
村
以
外
に
、
神
戸
新
田
農
民
に
よ
っ
て
開
発
さ 

れ
た
服
岡
新
田(

征
之
撕
、
古
台
郷
、
下
之
郷
、
和
東
郷)

、
政
成
新
田
、

八
穂

六I
(

六
一)

..



r
田

朝

日

ぎ

田

横

満

蔵

下

新

開

等

の

新

田

が

記

さ

れ

て

い

る(

た
と
え
ば 

「

服
岡
新
出
笹
之
郷
.へ
作
小
屋
住
居
.

」

の
如
く)

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
化
十
一
年 

に
史
和
上
で
一
挙
に
分
出
独
立
し
た
家
で
'あ
る

。

さ
ら
.に
、そ
の
後
の
天
保
ニ 

年

(
一

八
三
.一)

以
降
の
宗
門
帳
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
由
来
が
書
か
れ
て
い 

る
。
た
と
え
ば
、「

宝
永
五
年
海
東
郡
東
福
田
村
よ
り
引
越」

、
あ
る
い
は
.「

享 

和
三
年
新
左
術
門
よ
り
分
家
、
服
岡
新
田
笹
之
郷
へ
作
小
屋
住
居」

と
い
う
如 

く
で
、
前
者
は
こ
の
村
の
開
発
農
民
で
あ
り
、
後
者
は
、
そ
の
後
の
分
家
で
あ 

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
服
岡
新
田
以
下
の
新
田
に
作 

小
屋
住
す
る
も
の
の
分
家
は
、
さ
き
に
示
し
た
文
化
十
一
年
に
一
挙
に
な
さ
れ 

た
の
で
は
な
く
、
享
和
三
年(

一
八
〇
三)

以
降
徐
々
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
こ 

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
記
載
を
正
し
い
も
の
と
し
、
分
家
.を
遡 

及
さ
.せ
れ
ば
、
文
化
十
年
以
前
に
お
け
る
大
家
族
の
、
.信
ず
べ
か
ら
ざ
る
存
在 

は
解
消
し
、
妻

は

、

い
く
つ
か
の
単
婚
小
家
族
が
、
史
料
上
で
は
同
居
し
て 

い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
文
化
十
一
年
の
村
名
変
更
前
後
の
事
情
も
、
次
の
如
く
考
え
る
こ
.

‘
と
が
で
き
よ
う
。：
そ
れ
ま
で
は
、
公
認
さ
れ
て
.い
な
か
っ
た
服
岡
新
田
が
こ

の
 

年
に
公
認
さ
れ
、
従
来
そ
こ
i

居
し
な
が
ら
も
、
史
料
上
で
は
分
家
前

の

状
 

態
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
た
農
民
が
独
立
し
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
S
の
で 

あ
る
。

こ
の
村
の
宗
門
帳
は
、
制
度
の
上
で
は
町

人

請
負
新

田

の

も

の
で

あ

る

た
 

め
、
地
主
た
る
神
戸
分
左
衛
門
に
提
出
さ
れ
、
同

家

が「

神
戸
新
田
に
差
置
く 

も
の」

と
し
て
改
め
を
行
っ
た
Q

f

り
、

一
般Q

村
の
よ
う
に
、
領
主
に
直 

接
提
.出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
田
開
発
が
進
行
し
う
る
場
合
、

六
ニ 

(

六
ニ 

)

す
な
わ
ち
、
耕
地
■の
拡
大
が
比
較
的
容
易
に
進
め
.う
る
場
合
、
人
口
が
い
か
に 

変
化
し
う
る
か
に
つ
い
て
の
好
例
を
提
供
す
f

の
で
t

と
い
う
こ
と
よ
で 

き

よ

う

。

史
料
整
理
の
方
法
は
、
毎
年
の
宗
門
改
帳
か
ら
、

一
家
族
毎
に
、
名
前
、
生 

別
年
齢

続

柄

等

を

記

し

た

ヵ

ー

ド

を

作

成

し

、
移
動
の
理
由
が
明
ら
か
な 

も
の
.は
こ
れ
を
記
し
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
調
整
を
行
い
、然
る

後

、

必
要
に
Vし 

じ

て

年

度

项X

は
家
族
別
に
排
列
し
、
諸
統
計
を
作
成
し
た
。
行
っ
た
調
整 

に
つ
い
て
は
後
に
実
例
に
つ
い
て
そ
の
都
度
述
べ
る
。
f

ド
数
は
約
五
千
枚 

に
達
し
た
が
、
こ
の
村
の
場
合
は
、

一

家
族
が
同一

の
寺
院
の
信
徒
と
し
て
登 

録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ヵ
ー
ド
作
成
は
ま
だ
し
も
容
易
で
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な 

ら
な
い
。
こ
の
程
度
の
資
料
を
数
十
力
村
分
集
め
、
統
計
的
処
理
を
行
う
の
が 

f

応
の
目
標
で
あ
る
。

ま
た
、
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
わ
が
•国
固
有
の
年
齢
の
数
え
方
、
暦
に 

つ
V
て
は
こ
れ
を
修
正
を
施
す
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
す
な
^
ち
、
 

年

齢

は

す

べ

て

V
わ

ゆ

る

数

え

年

計

算

で

あ

り

、
ま

た

、
宗

門

改

嚼

が

毎

,
^
一
一 

月
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
料
上
で
は
一
歳(

又
は
当
歳)

の
記
載
は 

非
常
に
少
い
。
ま
た
暦
年
も
陰
暦
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
平
年
で
文
三
五
四
• 

五
日
、
閏
年
は
三
八
四
日
と
、
陽
暦
に
比
較
し
て
、
実
際

の

日

数

は

そ

，

e

ぞ 

ホ

マ

ィ

ナ

スco
%

、

プ
ラ
ス
5
%
の
差
違
を
生
ず
る
。
従
っ
て
特
定
の
年
度 

の
出
生
数
S

)
.

や
死
亡
数(

率)

に
こ
れ
が
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
う 

る
'
 

し
か
し
資
料
が
一
村
限
り
の
段
階
で
は
、
こ
の
程
度
の
誤
差
に
配
慮
す 

る
必
要
は
な
、
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
無
視
し
た
こ
と
を
咐 

け
加
え
て
お 
こ
う
。

(

1

)

大
石
慎
三
郎「

町
人
請
負
新
田
の
成
立
事
情——

神
戸
新
田(

大
宝
前
新 

B

の
場
合」

.

(

史
学
雜
誌
第
六
〇
編
九
号
所
収
、
昭
和
一
一
十
六
年)

。
菊
地
利 

夫

「

町
人
請
負
新
田
に
閲
す
る
若
干
の
覚
窬」

(

人
文
地
理
第
六
卷
四
号
所
収
、
 

昭
和
二
十
九
年)

(

2

)

史
料
は
す
べ
て
文
部
省
史
料
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
史
料
借
覧
に
便
宜 

を
与
え
ら
れ
た
同
館
の
浅
井
潤
子
さ
ん
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
戸
口
数
の
一
般
的
変
化

第
一
図
は
、
さ
き
忙
述
べ
た
原
則
に
従
い
、
補
正
を
加
え
た
戸
ロ
数
の
変
.
 

化
、
性
比
等
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
家
数
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
直
接
あ
ら
わ 

.

れ
る
み
か
け
の
数
字
で
は
な
く
、
後
年
'の
史
料
に
ょ
っ
て
分
家
の
年
代
を
知
り 

ぅ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
溯
っ
て
考
慮
に
入
れ
た
。
ま
た
、
人
口
数
に 

つ
い
て
も
、
史
料
上
に
は
出
生
後
数
年
を
経
て
は
じ
め
て
登
録
さ
れ
て
い
.る
場 

合
、
こ
れ
を
出
生
年
に
溯
っ
て
算
入
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
十
一
年
以
前 

に
つ
V
て
は
髮
児
の
記
載
ガ
不
完
全
な
の
で
、
あ
る
程
度
の
誤
差
は
免
れ
え 

な
い
。
ま
た
、
.
こ
の
方
法
を
も
っ
て
し
て
も
、
出
生
後
、
次
の
宗
門
帳
作
成
時 

前
に
死
亡
し
た
者
は
算
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
図
を
み
る
と
、
こ
の
村
全
体
と
し
て
は
、
戸
口
と
も
に
九
十
四
年
間
に 

二
倍
以
上
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
人
口
数
を
と
る
と
、
安
永
七
年
か 

ら
、
明
治
四
年
の
間
に
、

一
六
二
人
か
ら
四
一
〇
人
に
な
り
、
こ
の
九
十
四
年 

間
の
年
平
均
増
加
率
は
、

一
• 
一
 

％

と
な
る
。
し
か
し
、
増
加
傾
向
は
、
天

保

.
 

以
後
は
相
対
的
に
低
く
、
天
保
四
年(

一
八
三
三)

を
境
と
し
て
み
る
と
、
そ
れ 

以
前
で
は
年
率 

一
•
四
％
、
以
後
は
〇
.
五
％
で
あ
る
。
こ
の
増
加
率
の
低
下
は
、
.

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計
_ -

本
村
人
ロ
の
停
滞
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

一
戸
平
与 

の
家
族
員
数
は
、
分
村
の
始
ま
る
直
前
に
は
七
人
に
達
し
た
が
、
分
村
後
は
五 

人
台
に
な
り
、
天
保
後
半
以
後
は
六
人
台
に
上
昇
し
て
い
る
。
性

比

(

女
子
人 

ロ
ー
.〇
〇
に
対
す
る
男
子
の
比
率)

に
つ
い
て
は
、
や
や
興
味
深
い
現
象
が
み
ら 

れ

■

ほ
ぼ
三
十
年
を
周
_

と
し
て
波
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ 

よ
ぅ
。
男
女
数
が
最
も
ア
ン
パ
-ラ
ン
ス
に
な
っ
た
の
は
文
政
八
年
で
、
性
比
1 

八

〇

•
八
に
達
し
た
。

第

一

表
は
、
夫
保
八
年
以
後
、
宗
門
帳
に
附
随
す
る「

増
減
人
帳」
か
ら
、
 

人
口
変
動
の
理
由
を
明
確
に
す
る
た
め
、
理
由
別
に
変
動
の
状
況
を
明
ら
か
に 

し
た
。
理
由
不
明
の
も
の
は
、
' 宗
門
帳
上
で
め
増
減
が
、
増
減
人
帳
で
は
明
ら 

か
に
し
え
な
い
者
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
、
明
治
.ニ
年
以
前
に
お
い
て
は
非
常
に 

.

少
く
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
表
が
有
す
る
価
値
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
 

敢
え
て
全
部
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
第
一
表
か
ら
こ
の
期
間
に
お
け
る
総
人
口 

の
增
加
数
七
五
は
、
専
ら
自
然
増
加
、
す
な
わ
ち
出
生
と
死
亡
の
差(

一
一
四)  

に
負
ぅ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
不
明
の
多
い
明
治
ニ
年
の
以
前
に
つ
い
て 

云
え
ば
、総
人
口
の
増
大
を
上
廻
る
自
然
増
加
は
、結
婚
を
通
じ
て
村
外
へ
の
流 

出
で
解
決
さ
れ
、
従
っ
て
性
比
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
を
み
せ
て
い
る
亊
が 

判
る
。
，引
越
に
よ
る
異
動
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
労
働 

力
.の
移
動
が
少
か
っ
た
こ
と
を
直
ち
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

.
四

家

族

構

成

人

数

第
二
図
は
、

一
家
族
の
構
成
す
る
人
数
の
分
布
を
五
つ
の
年
代
に
つ
い
て
示 

し
た
も
の
で
あ
る
。
九
十
四
力
年
の
す
べ
て
を
示
す
と
.と
は
不
可
能
で
あ
り
、

六
三

(

六
三

)
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第 図 家 族 構 成 人 数

A '

. /
/ X ふ

/

安永 7 —天明7 

宽政10—文化4 

文化15—文政10 

天保 9 一弘イ匕4 

安政 5 —慶応3

A
7 8 人 9 A 10A 11 a  12a  13ノ、 14人 人 '1丨6人？7人

— 戸当り家族構成人数

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計

ま
た
特
定
の
一
年
度
を
と
る
こ
と
は
、
偏
差
を
大
き
く
す
る
の
で
、
十
年
切 

の
平
均
を
求
め
た
。
分
村
以
前
で
は
七
人
が
最
高
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
直 

後
で
は
五
人
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
判
ろ
う
。
総
じ
て
構
成
人
数
太
四
人
乃
至 

七
人
に
集
中
し
、

一
〇
人
以
上
の
大
家
族
は
稀
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
.
こ
の
村
の 

宗
門
帳
に
、
非
血
縁
家
族(

下
人•

下
女)

の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら 

来
る
の
で
あ
る
が
、
新
田
の
開
発
が
分
家
を
比
较
的
容
易
に
し
た
こ
と
が
大
き 

く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

五

年

齢

別

檇

成

第

唐

は

、
五
歳
き
ざ
み
の
拿
齢
階
層
別
の
人
口
構
成
表
で
あ
る
。
第
二 

図
に
準
じ
て
一
〇
年
毎
の
各
階
層
の
平
均
を
示
し
て
あ
る
。
五
歳
以
下
の
階
1 

が

六

丄

o
歳
の
階
層
に
比
べ
、
多
く
の
年
で
少
い
の
は
、
こ
の
年
齢
が
数
え 

年
討
算
の
た
め
、

一
歳
の
記
載
が
稀
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
る
。
当
初
の
著 

し
い
不
整
形
は
、
次
第
に
正
常
分
布
化
し
て
行
く
が
、
こ
れ
は
、
史
料
記
載
の 

不
備
新
田
村
落
と
し
て
成
立
間
も
な
い
と
い
う
^
情
、
ま
た
、

一
村
狠
り
の 

統
計
で
の
限
界
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
図
は
、
労
働
年
齢
人
口
の
比
率
を
求
め
た
も
の
で
、
同
じ
く 

一
 

o
年
$

の
平
均
値
に
よ
つ
て
い
る
。
徳
川
時
代
の
生
産
年
齢
人
口
を
十
六
歳〜

六
十
歳 

と
す
る
こ
と
は
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
十
一
歳〜

五
十
歳 

を
と
る
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、後
年
と
の
比
較
の
便
の
た
め
、あ
え
て 

慣
例
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
図
か
ら
、
労
働
年
齢
人
口
は
少
く
も
天
保
'

年

以

前

は

そ

の

比

率

に

お

い

.
て

漸

減

の

傾

向

に

あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
 

こ
れ
は
明
ら
か
に
十
五
歳
以
下
の
階
層
が
そ
の
比
重
を
増
し
た
こ
と
に
よ
つ
て

六

五

(

六
五
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第 四 図 労 働 年 齢 人 口 比  

100%.    —

8 0 %

60%

40%

20% -

15才以下

61才以]T 一 '"1— l__J一一I_ 广  

労働年齡人!:丨（女） .

労働年齡人口（男）

•，女
政
五—

慶
忠
三 

.
弘

化

五

丨

安

政

四 

天

保

九

丨

弘̂
® 

文

政

十一

丨

天

保

八 

文

化

十

五

—

文

政

十 

文

化

五I
文

化

十

四 

宽

政

十

丨

文

化

四
.
 

天

明

凡

丨

宽

政

九 

安

永

七

丨

天

明

七

い
る
。
全
体
と
し
て
、、)

こ
の
比
率
は
、
同
じ
時
期
の
他
の
例
と
比
較
し
て
も
、

，
 

そ
れ
ほ
ど
大
差
は
な
い
。

(

1)
「

大
垣
藩
領
美
濃
国
本
巣
郡
神
海
村
の
戸
口
統
計」

第
十
一
一|

表
を
み
よ
。

六

出

生

と

死

亡

さ
き
に
述
べ
た
如
く
、.こ
の
村
の
人
口
数
変
化
の
内
、最
も
大
き
な
部

分

を

占
 

め
る
の
は
自
然
増
減
に
よ
る
も
の
で
あ
.る
。
天
保
八
年
以
後
、
全
増
加
数
の
七 

七
％
，
全
減
少
数
の
六
五
％
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
生
と
死
亡
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ 

て
し
る
史
料
に
よ
り
こ
れ
ら
の
内
容
を
相
当
精
密
に
分
析
で
き
る
の
で
、

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計

以
下
に
詳
細
を
報
告
し
た
い
。

第
二
表
に
は
、
安
永
七
年
以
後
、
五
年
S

年
問
平
均
出
：̂
率
を
示
し
た
。
 

算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
出
生
数
は
' 

す
べ
て
そ
-の
年
の
.宗
門
帳
に 

一

-a
又

は

ニ 

歳
で
初
め
て
記
載
さ
れ
る
者
を
、
そ
の
前
年
の
出
生
と
見
做
し
、
又
、
後
.に
三 

歲
以
上
で
史
料
上
に
初
見
さ
れ
る
者
は
逆
算
し
て
算
入
し
た
。
従
っ
て
、
幼
鬼 

€)
.記
載
が
不
備
の
文
化
九
年
以
前
の
出
生
に
っ
い
て
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
.

O

方 

汰
に
よ
る
逆
算
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
出
生
数
は
、
幼
齢
で
死
亡
し
た 

若

を

加

え

ま

た

幼

齢

で

他

村

か

ら

転

入

し

て

来

た

^

を

除

く

と

い

う

操

作
 

を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
は
不
可
能
な
の
で
、
文
化
九
年
以
前
の
数
値
は
、
お
そ 

ら
く
実
際
よ
り
や
や
低
い
も
の
と
い
う
限
を
附
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か 

し
、
天
保
九
年
以
後
に
関
し
て
は
、「

増

減

人

帳」

で
出
坐
が
明
記
さ
れ
て
居 

り
、

.

不
明
分
は
皆
無
に
近
い
の
で
、
実
数
に
近
い
も
O '
と

す
る

こ
と

が

で

き 

る
。
文

化一

〇
年
か
ら
天
保
八
年
に
至
る
期
間
の
高
い
出
生
率
は
、
お
そ
ら
く 

徳
川
期
の
農
村
に
お
け
る
ポ
シ
ブ
ル
な
出
生
率
の
最
高
で
あ
ろ
う
。

出

生

率

が

現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
他
の
#

t
よ
り
も
高
い
の

は

、

一
 

つ
は
史
料
の
曳
質
な
こ
と
、
補
正
を
行
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
新
田
開
発
の 

余
地
の
あ
っ
た
こ
の
村
で
は
、
堕

胎

，
間
引
の
因
習
が
な
か
っ
た
か
、
或
い
は 

あ
っ
て
も
僅
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
1
.C
-:

第

画

は

、
充
保
九
年
以
後
の
死
亡
数
、
死
亡
率
を
五
力
年
平
均
侮
に
と
っ 

た
も
の
で
あ
る
。

「

増
減
人
帳」

で
明
確
に
死
亡
と
記
さ
れ
.た

意

み

の

算

定 

で
あ
る
か
ら
、
理
由
不
明
の
減
少
人
数
の
内
、
若
干
は
死
亡
に
よ
る
も
の
で
あ 

る
可
能
性
は
あ
る
。(

不
明
の
数
に
つ
い
て
は
第
一
表
参
照)

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
際
の
出
生
率
•
死
亡
率
は
、
こ
れ
ら
の
表

•

六

九

(

六

九

)



1 1 12丨 0. 20
2 1 14 0.26

1 9 0.15
2 2 22 0. 30丨

2 18 0. 37丨

死 亡

4 6 2 | 75： 0: 25丨 223丨
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第 四 表 幼

死亡年齢別死亡数

1 2 3 4 5

1 5 4 3 3

1 2 2 6 2
1 5  4 1 

4 4 2 2

4 4 5 1

2 16 19 20 9

3 5 1 1

5 1 1  3 

3 2 2

2 7 4 3

6 3 3 2

298 2 19 18 11 8 ! 58： 

577j 4 35. 37 3117  !124!
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0.21 10

11歳以 

上への

i生存渚

10

死
の
に
る 

~
の
者
生
す 

1

歳」

し
出
対
比

f  >

硗
計

死亡年齢別死亡数

I 1-
6 7 8 9 10 1(

合

^~

w—

，4l
l
b
s™

'Ĉ
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d

O.
j
o.

J
u~

S
r
y
l
8
.—

2 

1

1

1

1

8

31
i
!
43
;
l
3
l

34
!

95
!

H『

40
.

H

52
i
d

5 
死
の
に
る
.

31
23
19
1Q

尼
.
| 

~ の

者

生

す
o.
o.
o.
o 

F

.

1
歳

亡

出

対

比

o

o

f

徳

川

後

册

尾

張

一

.農

村

の

人

口

統

計

前
記
神
海
村
の
場
合
と
、
信
濃
国
伊
那
郡
虎
岩
村
の
ニ
例
の
み
で
あ
る
が
、

こ 

れ
ら
と
比
較
し
て
、
共
通
し
て
.い
る
点
は
十
歳
以
下
の
女
子
死
亡
率
が
與
子
に 

比
ベ
て
高
い
が
、
五
十
歳
以
上
で
は
概
し
て
女
子
の
生
存
率
の
方
が
高
い
と
い 

う
こ
と
で
あ
る
。
平
均
寿
命
も
、
死
亡
年
齢
の
平
均
で
あ
る
が
、
男
子
ー
.三
ニ
.
 

ニ
歳
、
女
子
三 

一
•
六
歳
と
い
う
数
字
は
、
明
治
以
後
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
 

大
約
予
您
さ
れ
る
数
字
に
近
い
。

.

第
六
図
は
、
各
年
齢
別
の
対
数
！3
盛
を
用
い
た
死
亡
率
||
{
1
線
で
あ
る
。
五
歳 

以
下
は
各
年
齢
侮
に
、
そ
れ
以
上
は
五
歳
き
ざ
み
の
階
層
別
で
示
し
た
。
萌
例 

が
少
い
の
で
凹
凸
が
あ
る
が
、
大
勢
は
窺
い
え
よ
う
。
最
も
死
亡
率
の
低
い
の 

は
、5

R

子
女
子
共
、
十
五
歳〜

四
十
歳
で
五
%
乃
至
一
八
%
で
あ
る
。
そ
れ
以 

後
は
急
激
に
高
く
な
っ
て
い
る
P
ま
た
幼
児
の
死
亡
率
曲
線
を
延
長
し
、

-，
歳 

の
線
と
交
わ
る
点
を
求
め
る
と
、控
え
0
に
見
積
っ
て
も
男
子
が
一
三
0
%
、女 

子

が

一
五
〇

%»
と

な

る

。

こ
れ
を
宗
門
帳
上
で
は
求
め
え
な
い
数
え
年
一
歳
の 

乳
児
の
死
亡
率
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
仮
定
を
正
し
い
と 

と
、
さ
き
に
述
べ
た
全
体
の
低
い
死
亡
率
も
補
正
が
可
能
と
な
る
の
.で
あ 

る
。
 

•

, 

'

最

後

に

、

出

生

お

よ

び

死

亡

の

月

別

統

計

を

作

成

し

.
て

み

よ
う
。

た
だ
し
、
 

さ
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
こ
れ
は
陰
暦
の
月
別
で
あ
り
、

さ
ら
に
間
月
と
い
う 

厄
介
な
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
.
！H1
算
を
単
純
化
す
る
た
め
、
関
月
も
す

ベ
て 

そ
の
前
月
に
含
名
て
.し

ま

づ

た

，。

天

保

八

年

か

ら

明

治

三

年

の

三

十

五

年

間

、

関
月
は
合
計
十
三
回
あ
り
、
特
に
四
月
、
五
月
は
三
回
ず
つ
あ
る
か
ら
、
厳
密 

にiK

う
と
こ
の
月
の
出
^
数
死
亡
数
は
、
平
準
化
す
る
た
め
に
は
、
約
八
％
減 

ら
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、出
生
、
死
亡
と
も
季

七

1
(

七

1
)

第 二 表 出 生 統 訐

出 生 数 出生率

男 女 訐 (1000分比)

安永 7— 天明 2 11 13 24 29.7
天明 3— 天明 7 15 9 24. 27. 6
天明 3一宽政 4 21 15 36 38.5
宽政 5— 寛政 9 12 10 22 22.5
宽政 10— 享和 2 13 16 29 28.4
享和 3— 文化 4 14 19 33 36.2
文化 5— 文化 9 19 18 37 30. 4
文化 10— 文化 14 28 23 51 39.6
文化 15— 文政 5 26 32 58 40.0
文政 6— 文政 10 24 35 59 38. 5 ' .
文政 11一天保 3 33 29 62 37； 9
天保 4— 天保 8 32 19 51 30.2
天保 9一天释 13 29 31 60 34,4
天保 14— 弘化 4 29 25 54 30.6
弘化 5— 嘉永 5 27 34 61 32. S
嘉永 6— 安政 4 35 39 74 37, 5
安政 5— 文久 2 24 25 49 24.2
文久 3] 慶応 3 33 22 55 31，1
慶応 4, 明治 3* 18 18 36 28,7

安 永 7年一文f匕 9年平均出也率 30.5
文 化 10年一天保 8年 // 37.0
天 保 9年一明治 3牢 " • 31.2

1■ . ■ 総平均出生率 32.6

* 3 力年のみ

第 三 表 死 亡 統 計
： .

死 亡 数 死亡率

女 計 (聊分比】

天保 9- 天保 13 23 23 46 26, 2
天保 14一弘化 4 15 15 30 17,0
弘化 5— 嘉永 5 18 24 42 22； 4
嘉永 6— 安政 4 24 24 48 24. 6
安政 5— 文久 2 26 20 46 22.8
文久 3, 慶応 3 21 22 43 I 20.6
慶応 4— 明治 3* 21 18 39 31.2

平均死亡率丨 22.9 ；
■'     -     • 1
* 3 力年のみ

七
〇

(

七
〇

)

よ
り
さ
ら
に
高
い
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
、
宗
門
帳
や
増
減
'1 

に
記
載
さ
れ
た
者
に
限
る
の
で
あ
り
、
.出
生
後
、
史
料
作
成
時
ま
で
に
死
亡
し 

た
若
は
相
当
数
に
の
ぼ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
後
の 

死
亡
率
と
比
锻
し
て
、
そ
れ
が
む
し
ろ
低
い
の
も
、
徳
川
時
代
の
史
料
か
ら
は 

直
接
.に
乳
児
の
死
亡
率
を
測
定
で
.き
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

.

.

.

.

幼
児
の
死
亡
率
の
高
さ
は
第
三
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。
文
化
十
年
以
後
、
文 

久

ー

一

年

に

至

る

五

十

年

間

に

出

生

し

た

’者
五
七
七
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
歳
に
至 

る
問
に
何
歳
で
ど
れ
だ
け
死
亡
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
五
歳
未
満
で
の 

死
.亡
数
は
、
li
J
生
数
の
一
一
割
一
分
、十
歳
未
満
で
は
一
一
割
八
分
と
い
う
高
率
に
達

す
る
こ
.と
が
知
れ
ょ
ぅ
。
こ
れ
に
、
直
接
の
愈
定
不
能
な
ー
歳
ダ
死
亡
を
加
え 

れ
ぱ
、.

こ
の
率
は
さ
ら
に
高
く
、
お
そ
ら
く
は
五
歳
未
満
の
場
合
、出
也
に
対
し 

三
割
の
死
亡
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

な
お
木
表
の
作
成
に
当
っ 

て
は
、
死
亡
以
外
の
理
-

£

に
ょ
る
幼
児
の
転
出
人
口
は
無
視
し
た
が
、
こ
れ
は
極
め 

て
.少
数
な
の
で
ほ
と
.ん
ど
影
響
は
な
い)  

'

第
五
図
は
、
天
保
九
年
以
降
明
治
ニ
年
に
至
る
三
十
ニ
年
間
の
死
亡
者
、
男 

子
一
三
七
人
、
女
子
一
三
八
人
の
死
亡
年
齢
に
塞
く
男
女
別
の
生
命
表
で
あ 

る
。
但
し
、

li
i
l線
化
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
.は
折
線
と
な
っ
て
い 

る
。
こ

の
事
情
は
第
六
図
も
同
様
で
あ
る
。
' 現
在
知
り
ぅ
る
こ

の
隨
の
表
は
、



第 五 表 月 別 出 生 死 亡 数 ⑷

(天保8 年—明治3 年)

死 亡
出生 --------

男 女 計

1 月* 28 17 13 30
2 月* 14 10 4 • 14
3 月* 22 6 7 13
4 j：j 氺氺氺 54 15 26 41
5 39 7 14 21
6 月 36 9 6 15

7 月* 22 30 13 43

8 月* 44 17 19 36
9 月* 22 7 9 16 !

10 月* 20 6 7 13

11 月 22 11 10 21
12 16 7 6 13

計 339 142 134 276

最大四力月計 173 74 72 150

最小四力月計 72 26 23 53

* 数は間月の数

節
に
よ
る
変
化
が
大
き
い
こ
と
が
判
る
。
出
生
は
四•

五

•
六
お
よ
び
八
月
に 

多
く
、
こ
の
四
力
月
で
全
体
の
半
ば
以
上
を
占
め
、
逆
に
二
月
お
よ
び
三
月
、
 

九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は
か
な
り
低
い
。
死
亡
は5R

女
別
の
差
も
加
わ
り
、

一
 

層
変
化
に
富
む
。
男
子
で
は
七
月
、
女
子
で
は
四
月
に
多
い
こ
と
が
注E

さ
れ 

る
が
、
こ
れ
ら
は
気
候
、
.農
作
業
と
の
関
述
で
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

■(

1)

た
と
え
ば
、
関
山
直
太
郎
氏
は「

徳
川
時
代
の
出
生
率
及
死
亡
率——

其 

若
干
の
啡
例
I

J

ハ『

人
口
問
題
研
究』

一
の
三
、
昭
和
十
五
年
所
収)

に
お 

い
て
、.
氏
宙
身
の
分
析
お
よ
、び
他
の
研
究
報
告
に
匙
い
て
推
計
さ
れ
て
い
る
。
 

依
拠
す
る
資
料
の
質
に
も
よ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
例
は
、
い
ず
れ
も 

本
稿
.の
例
よ
り
低
い
。
氏
は
、
僅
か
な
例
で
は
結
論
を
下
せ
な
い
が
、
徳
川
時 

代
の
出
生
率
を
ニ
〇
乃
至
三
〇
台
を
上
下
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
海

徳
川
後
期
尾
一
張
農
村
の
人
口
統
計

村
の
例
で
も
、

延
定
ニ
，(

一

六
七
四)

——

慶
応一

ー
年
の
全
期
間
出
生
率
平
均 

は
一
七
*
八
八
%
と
算
矩
さ
れ(

前
掲
論
文
第
十
九
表)

て
い
て
、

こ
れ 

は
、
同
じ
年
間
の
死
亡
率
平
均
よ
り
さ
え
低
い
。
史
料
が
速
年
の
も
の
で
な
い 

こ
と
を
考
虛
に
入
れ
て
も
こ
れ
は
低
す
ぎ
、
こ
の
点
で
も
资
料
.の
補
正
が
必
耍 

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

2)

神
海
村
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
、
第
一
図
。
虎
岩
村
の
难
例
は
、
関
山 

商
太
郎
氏
に
よ
る
同
^

の
文
化
十
一
一
年
よ
り
同
十
五
年
に
至
る
四
年
間
の
五 

歳
階
級
別
死
亡
数
の
報
告
を
蓝
と
し
て
、
小
林
和
正
比
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た 

も
の
で
あ
る
。
神
海
村
の
場
合
は
長
期
に
亘
る
統
計
で
あ
る
が
、
'史
料
に
幼
児 

の
記
載
の
不
備
が
あ
り
、
虎
岩
村
で
も
同
様
の
傾
向
が
，あ
る
た
め
、

小
林
氏 

は
、
五
歳
以
下
の
死
亡
数
を
史
料
上
に
み
ら
れ
る
数
値
の
一
一
倍
と
す
る
方
法
を 

と
っ
て
居
ら
れ
る
。
小

林

氏「

江
戸
時
代
農
村
住
民
の
生
命
表」

(『

人
口
問
題 

研
究』

六
十
五
号
、
昭
和
三
十
一
年
、
所
収)

図
一
、
生
存
数
!1
|
]線
。

.(

3)

こ
れ
を
も
っ
て
第
二
表
お
よ
び
第
三
表
を
補
正
し
て
み
よ
ぅ
。
天
保
九
年 

——

明
治
三
年
の
出
生
数
合
計
三
八
九
人
は
、
一
年
平
均 
一
一
•八
人
の
出
生
を 

意
味
す
る
が
、
こ
れ
に
一
歳
の
死
亡
数
を
加
え
た
も
の
が
実
際
の
出
生
数
で
あ 

る
。
計
算
を
す
る
と
、

一
歳
の
死
亡
数
は
〇

•
九
人
、
従
っ
て
出
生
数
は
合
計 

侮
年 

一
二
.
七
と
な
り
、
出
生
率
も
三
三*

六
％
と
な
る
◊(

補
正
前
は
三 

一•

1  

一％)

他
方
死
亡
率
は
、
同
じ
く
年
平
均
死
亡
数
八
•
九
ば
、

九

•
八
と
な 

り

、

死

亡

率

も

一

一

五

.
九
%
と

な

る

。

(

補
正
前
は
一
一
一

|  

•九
%)

こ
れ
は
あ
く 

ま
で
推
算
で
あ
る
か
ら
参
考
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

.(

4

)

事
例
数
が
第
二
、
三
表
の
出
生
数
、
死
亡
数
に
比
し
て
少
い
の
は
、
出
生 

死
亡
の
月
が
判
明
す
る
も
の
の
み
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
出
生
は
三
八
九
例 

中
三
三
九
、
死
亡
は
ニ
九
四
例
中
二
七
六
。
■

七

三

(

七

三)

年 齡

死 亡 年 齡
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22.2 歲平均年齢

第 七 表 結 婚 年 齢 統 計

女

7 ~ 文化5 ~ 天保9 〜 I 十 安永? 〜 j文化5 〜|天保 9 ~ t -卜
C 化4 天保8 明治4 | 111 ■乂化4 天保8 | 明治4 I I 1

j

i !
— — 1

1 1

- T - - ― 一..— ■ i … _ 一 .

1
— _ ；一 _ 一 . 1 

! 4 5
! 2 1  1 3 6

1 ! 1 ‘
3 7  I 5 1 5

i
5 5  ! 6 1 6

1 3 . 4 8
6  I 7 2 1

1 1 0 4 3 — — • 7 _ ; 1 1 1 9

2 4 6 2 7 1 1 2 0

2 2 4 8 2 8 1 2 2 2

2 4 5 1 1 4 5 3 1 2

3 6 4 1 3 2 6 5 1 2

3 , 8 . 8 1 9 2 3 3 8

2 2 7 1 1 1 1 2

2 3 7 1 2 2 2

2 9 1 1 1 1

2 7 . 4 1 3

7 6 4 1 7 — 7 1 4

4 5 4 1 3

3 1 4 1 1 2

3 1 4 '
'

2 3 5
— —

2 2

2 1 3 - _

1 、 2 3

1
1

1 2
1

1
1

1 1

1 ! v

1

1

|

3 5 6 0 ； 7 4 | 1 6 9 i 3 5 6 0 7 4 1 6 9

4 歳 2 8 .  5 歳 | 2 7 . 9 歳 | 2 8 . 4 歳 | 2 1 . 6  歳 2 2 . 6  歳 | 2 1 . 5  歳 2 1 ,賴

村 外  
結 婚

女:

13

婚

齢 

' 

!14
'
15
|

16
17
18
19
20

ー
21
22
23
24
25
|

26
27
28
29
30

ー
31
32
33
34
35
|

36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

' 

._■ 

一 

， 

I:.  

■  

.

ン

■  

I  

.
 

一
 

-

■

i  

.1  

'

.

結

年

.
：

■ 

一
 

. 

. 

. 

I 

T

 

一
 

一

徳
川
後
期
尾
張
一
農
村
の
人
口
統
計

七

五

(

七

五

)

第 六 表 生 涯 婦 人 出 産 力

出

(文化5 年一明治4 年） 

生

結婚年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8

16 1
17

18 2 、 2
19 1 1
20 2 1 1 1
21 1 2  2 1
22 1 1 4 1
23 2 1 2 1
24 1
25 1 1 1
26 • 2 1
27

28 1 1
29

30

31 1 1 1
32

33 1

計 2 1 3 5 6 9 9 9

16歳一20歳 平 均 7. 5人 •

21歳一25歳 6. 2人

26歳 以 上 平 均 4. 8人

1 1

数

13 平 均

6.0

4.

7.

,8

,5

. 1
5.

8.

6.

6 ,；

七

.
結
婚
と
出
産

第
七
表
は
、
男
女
別
の
結
婚
年
齢
で
あ
る
。
結
婚
の 

た
め
村
外
へ
出
た
ヶ
I

ス
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
，
 

天
保
九
年
以
後
は
、
村
外
へ
出
た
女
子
が
結
婚
に
よ
る 

も
の
で
あ
る
か
否
か
が
判
る
の
で
、
別
に
こ
れ
を
示
し 

て
お
い
た
。
ま
た
夫
婦
い
ず
れ
も
が
初
婚
の
場
合
の
み 

を
と
ゥ
た
。
従
っ
て
安
永
七
年—

文
化
四
年
の
内
に 

は

R
-

婚
ヵ
含
ま
れ
て
^

，
る
可
能
性
が
あ
る
。
結
婚
は
宗
. 

門
帳
上
で
結
婚
の
祺
実
が
認
め
ら
れ
る
前
年
に
成
立
し 

た
も
の
と
見
做
し
、
そ
の
時
の
年
齢
に
よ
っ
た
。

結
婚
年
齢
に
は
、
あ
ま
り
R

立
っ
た
変
化
は
な
い 

が

5
R

子
の
年
齡
が
僅
か
な
が
ら
低
ズ
な
っ
て
い
る
。

総
じ
て
男
子
は
晚
婚
で
あ
る
が
、
女
子
は
二
十
ニ
歳
前 

.

後
で
、
こ
れ
は
第
七
表
の
生
涯
婦
人
出
生
力
と
関
速
し 

て
い
る
。

第
六
表
は
、
文
化
五
年
以
後
に
結
婚
し
た
夫
婦
で
、
 

四
十
五
歳
ま
で
夫
婦
い
ず
れ
も
也
存
し
た
者
が
持
っ
た 

子
供
の
数

(

生
死
を
問
わ
ず)

を
、
妻
の
結
婚
年
齢
別
に

7r

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
4

と
-

-

-

-

-辦
例
は
決

し
て
十
分
と
は
云
え
な
い
が
-

-

-

-女
子
の
結
婚
年
齢
と

子
佻
の
数
と
の
問
に
明
職
な
相
関
々
係
が
あ
る
こ
と
が 

判
る
。

こ
の
表
の
女
子
結
婚
年
齢
は
平
均
二
十
一
歳
で

七
四
.

(

七

四

)
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あ
り
出
産
可
能
期
間
に
平
均
六
.

•

三
人
の
出
生
を
み
.て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
 

実
際
に
は
史
料
で
掴
み
え
な
.が
っ
た
，
一
歳
で
の
死
亡
者
が
加
わ
る
か
ら
、
出
生 

の
数
は
、
乎
均
七
人〜

八
人
と
し
て
ょ
い
だ
ろ
ぅ
。

結
離
が
、
.村

内

•
村
外
い
ず
れ
に
も
亘
っ
て
い
る
こ
と
も
明
瞭
で
あ
る
。

也 

図
の
上
で
養
子
を
含
め
た
結
婚
の
範
囲
を
求
め
る
と
、
こ
の
村
を
中
心
と
し
て 

半
径
ニ
里
以
内
の
ほ
と
ん
ど
の
村
が
入
り
"
こ
れ
に
名
古
屋
'
桑
名
"
宮

(

熱 

田)

，
と
い
っ
た
附
近
の
都
市
が
加
わ

っ
て
、
意
外
に
広
い
通
婚
圏
が
形
成
さ
れ 

て
い
た
こ
と
が
判
る
。
少
く
も
、
こ
の
点
で
は「

封
鎖
的」

と
い
ぅ
わ
け
に
± 

い
か
な
く
な
る
。

〔

r
注〕

結
婚
お
ょ
び
出
産
に
つ
い
て
の
統
isi

.は

以

上

に

尽

き

る

わ

け

で

は

な 

く
、
女
子
の
年
齢
別
構
成
と
出
産
数
と
の
組
み
合
わ
せ
、
い
わ
ゆ
る
苒
.生
産 

率
、
婚
姻
率
、
な
ど
蜇
要
な
い
く
つ
か
の
指
標
を
抽
出
し
ぅ
る
。
し
か
し
、
す 

で
に
紙
数
を
大
き
く
超
過
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
をg

j

す 

こ
と
に
す
る
。
 

.

八

.結

び

こ
の
村
一
つ
の
^
例

が

、

そ

の

ま

ま

徳

川

時

代

の

農

村

人

口

の

趨

^
^
を

代

表
 

す
る
も
の
で
は
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
新
田
地
帯
で
、
商
品
生
産
の
展
開 

が
予
想
さ
れ
る一.

地
域
の
_
例
と
し
て
の
意
味
は
も
つ
だ
ろ
う
。
噪
り
反J

し
^
. 

ベ
た
ょ
う
に
、
全
国
統
計
を
欠
く
こ
の
期
の
研
究
は
、
こ
う
い
っ
た
個
別
例
を 

r
み
上
げ
る
と
い
う
根
気
の
要
.る
作
業
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

七

六

(

七

六)

る
0 

:

人
口
数
の
変
動
.を
決
定
す
る
も
の
は
、
勿
論
人
口
そ
れ
自
身
の
法
則
が
決
定

的
で
あ
ろ
う
が
、

一

地
域
に
限
定
す
る
と
、

い
わ
ゆ
る
社
会
的
原
因
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
が
大
き
く
影
響
し
う
る
。
こ
の
村
の
場
合
も

、

そ
の
よ
う
な
考
慮

を
払
わ
な
い
で
、
変
動
の
理
由
に
つ
い
て
結
論
を
下
す
こ
と
は
、
片
手
落
ち
の

憾
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
史
料
の
上
で
、
明
瞭
に
、
労
働
力
と
し
て
他

村
へ
流
出
し
た
人
口
数
は
僅
少
で
あ
る
し
、
変
動
の
大
部
分
は
、
出

坐

*'
死
亡

と
し
う
内
的
要
因
に
よ
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
神
戸
新
田
め
人
口
統
計
分
析
の
物
語
る
も
の
を
筒
塔
に
ま
と
め
て
み
よ 

う
。統

討
に
示
さ
れ
る
特
徴
は
、
高
出
坐
率
、
高
死
亡
率
で
、
前
^
が
後
者
を
上 

廻
っ
て
い
る
。
出
生
率
が
最
高
な
の
は
、
文
化
十
五——

文
政
五
の
五
年
間
で 

平

均一

〇
〇
〇
分
の
四
〇
に
達
し
、
そ
の
前
後
も
高
く
、
人
口
増
加
も
最
大
で 

あ
を
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
、
労
働
年
齢
人
口
と
、
従
属
人
口
と
の
比
率
を 

変
化
さ
せ
、
前
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
態
は
幕
末
近
く
こ 

な
る
と
変
化
し
、
出
生
率
は
相
対
的
に
は
低
下
し
て
い
る
。
出
生
数
の
多
少
を 

決
定
す
る
の
は
、
女
子
の
結
婚
年
齢
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
と
り
う
る
事 

例
が
少
い
た
め
、
年
代
的
に
は
っ
き
り
推
移
を
掴
み
え
な
い
。
扔
子
の
結
婚
年 

齢
に
対
し
、
女
子
の
そ
れ
は
比
較
的
に
経
済
的
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
い
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
、
人
口
数
の
変
化
に
は
、
経
済
的
発
展
と
は
、

一
定
の
独
立 

し
た
関
係
が
存
在
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

平
均
寿
命
、
生
命
表
、
死
亡
率
_
線
等
は
、
事
例
が
少
い
た
め
、
十
分
の
説 

得
力
を
も
つ
と
は
云
え
な
.い
と
し
て
も
、
や
は
り
、
前
近
代
社
会
の
パ
タ
ー
ン

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
も
出
生
数
の
三
割
近
く 

が
幼
齢
で
死
亡
し
、
実
際
に
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
廻
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
と
い
ぅ
事 

実

、
し
か
も
、そ
れ
を
上
廻
る
人
口
増
大
は
、
人
口
の
年
齢
別
分
布
の
著
し
い
末 

拡
が
り
型
構
成
と
な
っ
て
示
さ
れ
、
従
属
人
口
比
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

流
行
病
や
飢
饉
に
ょ
る
一
種
の「

自
然」

調
節
、
ま
た
堕
胎
.間
引
と
い
う
人
工 

的
調
節
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
増
大
す
る
人
口
数
を
抑
制
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
が
、
 

こ
の
村
で
は
少

く

と

も

「

因

然」

的
調
節
の
大
き
な
影
響
は
だ
か
っ
た
ょ
ぅ
で 

あ
り
、
ま
た
、

一
組
の
夫
婦
の
生
涯
出
産
力
か
ら
み
て
も
、
人
工
的
調
節
の
影

徳
川
後
期
尾
張一

農
村
の
人
|3
統
計

響
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
•要
す
る
に
こ
の
村
の
統
計
は
、
前
近 

代
社
会
に
お
け
る
自
然
状
態
に
近
い
条
件
の
下
で
は
、
人
口
が
ど
ぅ
変
動
す
る 

か
と
い
ぅ
こ
と

に
つ
い
て
、

一
つ
の
実
験
的
な
事
例
を
提
供
す
る
も
の
で
は
あ 

る
ま
い
か
。

〔

本
研
究
は
昭
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四
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